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　新年あけましておめでとうございます。
　皆様におかれましては、お健やかに新春をお迎え
のことと、心よりお慶び申し上げます。
　昨年中は、当センターの事業運営に格別なるご支
援ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。どうぞ本年
も変わらぬご厚情を賜りますよう願い申し上げます。
　昨年は、５月８日から新型コロナウイルス感染症
の位置付けが５類へと移行され、徐々に日常が戻っ
てくるなか７月には大雨による災害、そして記録的
な猛暑など、会員の皆さんには大変厳しい状況のな
か就業していただき大変ご難儀をおかけいたしまし
た。心より感謝とお礼申し上げます。
　さて当センターは設立以来、基本理念（自主・自
立・共働・共助）のもと会員の長年培った知識と経
験、技術を活かし、意欲と能力のある限り、現役と
して活躍し地域社会の活性化に貢献すべく、国、市
からのご支援を頂きながら、これまで各事業を展開
してきております。しかしながらセンターを取り巻
く環境は年々厳しい状況にあり昨年10月からのイ
ンボイス制度の導入、今年秋に施行されるフリーラ
ンス新法、会員の減少などこれまでにない新たな対
策、対応が求められております。
　会員は「組織の基盤であり安定した事業運営の根
幹」であります。「生涯現役」をめざし健康で生き
がいのある生活の実現と、地域から愛され信頼され
る存在感のあるシルバー人材センターをめざすとと
もに、ボランテイア活動を通じて少しでも地域への
貢献を図って参りたいと思います。
　むすびに、新年が皆様にとって明るく希望に満ち
た年となりますよう心からご祈念申し上げまして
年頭のごあいさつといたします。

　新年、明けましておめでとうございます。
　健やかに新たな年をお迎えのことと、心より
お慶び申し上げます。
　皆さま方におかれましては、平素より、市政
運営に格段のご理解とご協力を賜るとともに、
長い人生の中で身につけられた技能と経験を活
かし、活力ある地域づくりに向けて日々意欲的
に取り組んでいただいておりますことに、厚く
お礼申し上げます。
　さて、男鹿市では、市役所内にとどまらず、
関係機関・団体、民間企業の方々、そして市民
一人ひとりが男鹿の将来に思いを致し、それぞ
れの立場から子育てに関わり、応援してもらう
ことが重要との考えから、「オール男鹿」で一
丸となった取組を推進するため、「子育て環境
日本一を目指す」という大きな目標を掲げ取り
組んでおります。
　皆さまがこれまで築いてこられたこの美しい
男鹿が、未来永劫、活力ある輝く男鹿であるた
め、ぜひ、皆さまの知識や経験を生かして、率
先して子育ての応援団となっていただくことを
期待しております。
　現在、男鹿市が抱える課題は多岐にわたり、
しかも生半可なエネルギーでは解決できないも
のばかりでありますが、「なまはげの里フィロ
ソフィ」の精神の下、「オール男鹿」で、男鹿
の未来をつないでいきましょう。

男鹿市長
菅　原　広　二
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辰年生まれ 会員の抱負

　あけましておめでとうござい
ます。シルバー人材センターに
入会して、６年になりました。
現在、北浦コミュニティセン
ターでお世話になっています。
３人の交替で、月に10日程の勤
務は、自分にとって丁度良い感
じで、ほかに海、山菜、畑など

でいろいろ楽しんでいます。シルバー人材センター
で皆さんに会えるのを待ち遠しく思っています。

　退職後、第４の職場として入
会し、シルバー人材センターに
お世話になっております。入会
時は、先輩方のご指導をいただ
きながら、草刈り作業を主に
やっておりました。仕事をする
中で、健康第一、安全第一だと
思っております。これからも、

健康に留意しながら、一日一日を頑張っていきた
いと思っております。今後もよろしくお願いします。

真壁　　均
（五里合班）

　明けましておめでとうござい
ます。シルバー人材センターに
入会したことで、現在の仕事に
携わることができて、本当に有
難く感謝しています。仕事は、
私にとって体を動かすいい機会
となって、張りのある生活がで
きています。これからも、皆さ

んと仕事を通して健康に気をつけ、頑張っていき
たいと思っています。

　新年あけましておめでとうご
ざいます。シルバー人材セン
ターに入会し、施設管理業務に
従事して６年目になります。地
域の皆さんが施設を楽しく安心
して利用できるよう、緊張感を
もって対応しています。仕事が
できることに感謝するととも

に、職場での出会いを大切にしながら、健康に気
をつけて歩んでいきたいと思います。

蓬田　正枝
（脇本南班）

後藤与志雄
（脇本南班）

　明けましておめでとうござい
ます。シルバーに入会して「光
陰矢の如し」で在籍23年にな
り、会員の皆様と知り合い、研
修視察・会議・行事等に参加し
て色々経験したことが思い出に
なっています。今も表具の仕事
をして充実した日々を送ってい
ます。気力・体力のある限り、

シルバーのスローガンである「生涯現役」を目指
しておりますので、よろしくお願いします。

野田　弘志
（船川本町班）

　入会し今年で９年目を迎えま
す。施設管理業務に携わり、地
域の方々や、多くの文化・ス
ポーツ愛好者の皆様と知り合う
ことができたことは何よりです。
その中で、ソフトバレーボール
に出会えたのが開眼でした。体
力の維持・増進のため、夫婦で

週４日、汗を流しております。これからも、健康
第一に、「日々是好日」「晴耕雨読」で頑張ります。

太田　祐幸
（北陽西班）

鈴木　重和
（船川中央班）

　令和５年度秋の叙勲で、若美北班 
中田清冨さんが長年にわたる消防功労
により、瑞宝単光章を受章されました。

受章おめでとう
ございます
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小松市議会議長と船木
市議会副議長へ

　８月１日に菅原市長、小松市議会議長、船木
市議会副議長へ、渡辺理事長、船木副理事長、
佐藤事務局長、佐藤事務局次長がシルバー人材
センターへの財政支援と市発注業務の拡大など
について、要望活動を行いました。
　今後ともシルバー人材センターが率先して地
域貢献に努め、市民の皆様から喜ばれる存在に
なれるよう、ご支援、ご協力をお願いいたしま
した。

　男鹿市シルバー人材センター会員の皆様及び関
係者の皆様、明けましておめでとうございます。
　新型コロナウイルス感染症が５類に移行し、シ
ルバー人材センター業務もコロナ禍以前の水準を
上回るほど順調に回復しておりますが、これも県
内のシルバー人材センター会員の皆様の不断の努
力によるものと感謝しております。
　このように、地域の高齢化が急速に進み労働力
が不足している中にあって、シルバー人材セン
ターに対する需要と期待は、益々、大きくなって
きておりますが、地域社会の信頼や期待に応えて
いくためには、基盤のしっかりとした組織体制の
確立が重要であり、その組織運営を円滑に進めて
いくためには、それを支えていく事務局職員の資
質の向上と頑張りが何よりも重要であります。
　「センターは、会員と地域のためにある」、「セン
ターの主役は、会員である」という基本原則を忘
れ、「職員が会員に仕事を与えている」、「会員は、
職員の言う事を聞くべき」といった傲慢な考えを
持った職員が存在するならば、組織を構成する会
員は、拡大どころか減少に転じ、結果的に組織の
衰退に繋がることは避けられません。
　センターの安定的な運営の原資は、手数料収入
であり、その手数料は、決して高くない配分金に

経営感覚が必要な
　　　センター運営
（公社）秋田県シルバー人材センター連合会

専務理事兼事務局長　茂木　重雄

もかかわらず、地道に真面目に仕事をしてくれる
会員がいて、はじめてセンターの収入になる事を
しっかりと胸に刻み、センターは、収入を増やす
ために、会員が働きやすい職場を積極的に開拓し
ていくことと、多様な地域の発注ニーズに応える
ために、多様な能力と知識を有する会員の確保を図
る責務があります。
　そして、会員が安心と誇りを持って就業できる
環境の整備に一所懸命に努力する組織だと会員や
地域に認められることが、公益事業団体としての
センターの果たすべき重要な役割だと思います。
　今、シルバー人材センターの経営を取り巻く環
境は、減少が続く会員数、インボイス制度の導入
による経費負担の増加、フリーランス新法の施行
に伴う事務量の増加等々、これまでにない厳しさ
に直面しており、この厳しく困難な事態への対応
が、今後のセンターの行方を大きく左右すること
になります。
　県内のシルバー人材センターの事業実績をみて
も、着実に業績を上げているセンターもあれば、
ジリ貧となっているセンターもあります。

「企業は、人なり」と言われますが、センターにお
いても同様であります。
　シルバー人材センターの運営は、理念や目的は
不変でも、その運営内容は、時代の流れやセン
ターを取り巻く環境によって大きく異なり、それ
を認識し対応できないセンターは、いずれ淘汰さ
れるものと考えております。
　新年早々、厳しいあいさつとなりましたが、こ
れが、現在のセンターを取り巻く環境であること
をご理解いただければ幸いです。

市長、議長への支援要望活動

　８月31日にパーティーギャラリーイヤタカ
で安全就業推進大会が開催され、秋田県シル
バー人材センター連合会が募集した「安全標語」
で、当センター会員の野田弘志さん（船川本町
班）の作品が入選（優秀賞）し表彰されました。
安全は　任せず　頼らず　自己管理

野田　弘志（船川本町班）菅原市長へ

松岡県連合会会長

安全標語入選

野田さん 渡辺理事長
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お客様の声
株式会社　シービジョンズ

男鹿市脇本コミュニティセンター

草刈り・除草班長　杉本　範秋
　明けましておめでとうございます。シルバーに入
会して、今は草刈りで頑張っています。草刈作業は、
６月から10月頃までですが、五里合の草刈班は６名
でお互いに励ましあい、行っています。少しの雨だ
とちょっと頑張り、本降りになれば、みんな70歳以

上なので、皆で話し合い、明日また頑張ろうと中止にしています。
　メンバーみんなが、頑張り屋の人たちばかりなので、頑張りすぎ
て事故を起こさないよう、ケガをしないように話し合い、楽しく草
刈りを終えるようにしています。
　草刈り作業に自信のある方、各地区の草刈り班で頑張りませんか。

庭木管理班長　高橋　忠一
　明けましておめでとうございます。長いことシル
バーにお世話になっておりますが、これも、良き先
輩や良き仲間に巡り会えたからと思っております。
今は、庭木の剪定作業をしています。この仕事は、
お客様の大切な庭木に手を掛けるので緊張します

が、お客様から、「綺麗になった」、「よく出来たね」とお褒めの言
葉をいただくと、この仕事のやりがいを感じます。これからも健康
に留意し、事故・怪我のないように気をつけて頑張りたいと思いま
すので、よろしくお願いいたします。

毛筆筆耕事務班長　江畠　昭光
　明けましておめでとうございます。昨年は、記録
的猛暑と大雨による災害などで、日常生活にも大き
な支障がありました。
　今年はどんな年になるでしょうか！願わくは穏や
かで明るい年になりますよう期待したいものです。

　さて、私ども毛筆筆耕事務班は、現在５名で作業しております
が、特に年末の年賀状書き時は集中します。現在のスタッフでは不
足することがあります。毛筆の得意な方は、是非会員に登録され私
どもの仲間になって社会貢献しませんか。お待ちしております。

施設管理班 班長　鎌田　和裕
　明けましておめでとうございます。４年前にシル
バー人材センターに入会し、現在はサンワーク男鹿
で施設管理をしています。サンワーク男鹿は、各種
会議や研修、スポーツ活動などの活動の場として、
多くの方々から利用されています。仕事の内容は、

窓口での受付業務等で、日勤夜勤合わせて月10日程度従事してい
ます。利用者に不便が生じないよう気をつけながら、笑顔で接し、
また利用したいという気持ちになってもらえるよう、これからも心
掛けていきたいと思っております。
　施設管理に興味のある方の入会をお待ちしております。

表具・表装班長　飯田　耕一
　明けましておめでとうございます。表具・表装班
は、一年間のブランクを経て、昨年業務を再開いた
しました。現在は、私を含め３名で活動しています。
昨年はお客様からの作業依頼も大変多く、作業に追
われる日々だったと実感しております。ご利用下さ

いました方々には、心から感謝申し上げます。今年もたくさんのお
客様に当班をご利用していただけますよう、班員一同、技術の向上
に努めてまいります。また、この仕事に興味を持たれた方、どうぞ、
ご応募下さい。表具・表装班一同、大歓迎いたします。

　弊社が運営に
関わる男鹿駅前
ハブアゴー広場
にて、スタッフ
不在日の広場の
見 回 り・ 清 掃
や、冬季期間の
除雪を、男鹿市
シルバー人材セ
ンター様に委託しております。
　３年前にこの広場の運用が始まり、私共も
不慣れなところが多かったのですが、担当会
員の方とコミュニケーションを取りながら仕
事をお願いし、日々の業務を進めることがで
きております。
　屋外中心の業務のため、時には悪天候もあ
りながら、いつも丁寧に業務遂行にあたって
くださっています。皆さまの仕事ぶりから、
安心・信頼してお任せできており、なくては
ならない大変有難い存在と感じております。
いつもお世話になっており、感謝の気持ちで
いっぱいです。これからも引き続き、どうぞ
よろしくお願いいたします。
　そして、会員の皆さまの末永いご健康とご
活躍、男鹿市シルバー人材センター様の益々
のご発展をお祈り申し上げます。

所長　山田　政信
　脇本コミュニティセンター
では、長年、夜間・休日の日
直業務、清掃業務を男鹿市シ
ルバー人材センター様に委託
しております。

　男鹿市では、地域づくりを積極的に展開す
るため、今年度10月に出張所・公民館から
地域コミュニティセンターへ移行しました。
　当センターは、Ｂ＆Ｇ体育館が併設されて
いるほか、数々の講座・サークルの活動拠点
となっており、大勢の方が利用されますが、
いつも丁寧な対応で職員の一員として重要な
役割を担っていただいております。
　また、シルバー人材センター脇本南班の皆
様からは、年１回、環境美化奉仕として駐車
場周辺の草刈りや植木の剪定作業を実施して
いただいており、その熟練した技で景観の維
持にご協力いただき深く感謝しております。
　今後とも、会員の皆様におかれましては、
長年培った知識・経験を活かし、生涯現役
の精神で、地域社会を支える担い手として、
益々のご活躍をご祈念申し上げます。
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シルバーの日

ボランティア活動
普 及 啓 発 活 動

　全国シルバー人材センター事業協会が定めた「シ
ルバー事業の普及啓発促進月間」である10月は、
全国で社会貢献活動や会員の加入促進に向けた様々
な活動が展開されます。
　当センターでは、10月24日に鵜ノ崎海岸と戸賀
湾周辺で会員と職員合せて82人が参加し、清掃ボ
ランティア活動を行いました。
　また、10月から12月の期間に、船川・脇本・船
越地区の大型店舗前において、役職員が来客者に
リーフレットやグッズを配布し、シルバー事業の普
及啓発活動を行いました。

地域班でも独自に
ボランティア活動を
行っています

　船川中央班は、サンワーク男鹿周辺の清掃
作業、脇本南班は公民館職員とともに脇本公
民館の生垣などの剪定作業、船川本町班は

「 道 の 駅　 お が 」
の駐車場の除草作
業をそれぞれ行い
ました。ご苦労さ
までした。

安全就業パトロール
　安全対策委員会（夏井邦雄委員長）で
は、６月20日から９月20日まで５回、延
べ17 ヶ所、草刈、庭木剪定、除草、塗装
などの現場について安全就業パトロール
を実施いたしました。
　作業状況はいずれも概ね良好と認めら
れましたが、作業看板設置の不備、保護
帽・メガネの未着用での作業など、不適
切な事例が数件見られました。
　事故が起こってからでは手遅れです。

「安全就業は全てに優先する」を基本理念
に、安全就業の徹底に努めてまいります。

　会員互助会主催に
よる令和５年度会員
グラウンドゴルフ大
会が、９月９日にＯ
ＧＡマリンパークを
会 場 に、19人 の 参
加により開催されま
した。

優　勝   石井　健次（船　越　班）

準優勝   夏井　邦雄（船 川 北 班）

第３位   夏井　嘉則（船川中央班）

第４位 船木　武勝（船 川 南 班）

第５位 佐藤　勝雄（船川本町班）

第６位 今津谷　勉（船川本町班）

グラウンドゴルフ大会
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親睦交流会
高齢者活躍人材確保
育成事業
　７月11日～ 13日の３日間、県シルバー
人材センター連合会主催による「チェーン
ソー講習」が、サンワーク男鹿を会場に開
催され、シルバー人材センター会員や就業
を希望する方など19人が受講しました。

　新型コロナウイルスの感染拡大により自粛
しておりました会員互助会主催の親睦交流事
業として親睦交流会を、12月11日にサンルー
ラル大潟を会場に開催いたしました。当日は、
46人が参加し、会員同志の情報交換、カラ
オケ、抽選会などで盛り上がりました。

　冬の降雪期を前に、11月20日に除雪
に関わる関係者が一堂に会し、男鹿市の
除雪安全祈願祭がサンワーク男鹿で行わ
れ、渡辺理事長をはじめ、就業会員が出
席し作業の無事故を祈願しました。

　「従業員の長時間労働が続いている…」、「仕事はある
のに人手が足りない…」、そんな悩みをお持ちの企業の
皆様、ぜひシルバー人材センターにご相談ください。シ
ルバー人材センターに登録している元気な会員が、臨時
的・短期的または短時間の仕事を引き受けています。
　「繁忙期だけ手伝ってほしい」、「朝の開店準備だけお願
いしたい」などのご依頼もＯＫです。「シルバー派遣」な
ら従業員と会員が一緒に仕事をすることができ、会員へ
の作業指示も可能です。また、労災手続、給与支払、所
得税の源泉徴収など労務管理の煩わしさもありません。
　秋田県知事が指定した業種や職種では、週40時間までの就業が認められています。ますます使いやすくなっ
た「シルバー派遣」。詳しくは、男鹿市シルバー人材センターにお問い合わせください。（TEL 0185-23-2300）

会員（派遣労働者）

◆ 発注者、シルバー人材センター、会員の関係 ◆

発注者（企業、官公庁など）
（派遣先企業）
発注者（企業、官公庁など）
（派遣先企業）

①派遣契約

④料金支払い

②雇用契約

⑤賃金支払い
③労働

③指揮命令

シルバー人材センター
連合会（派遣元事業主）
シルバー人材センター
（実施事業所）

シルバー人材センター
連合会（派遣元事業主）
シルバー人材センター
（実施事業所）

人手不足で悩んでいる企業の皆様へ 秋田県シルバー人材センター
連合会からのお知らせ

凍結防止剤散布業務安 全 祈 願

会員互助会主催

チェーンソー講習
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山　内　直　人（脇 本 東 班）
吉　田　金　樹（脇 本 東 班）
鈴　木　常　雄（船川本町班）
三　浦　由紀子（船川本町班）
杉　山　　　武（船　越　班）
武　藤　　　工（脇 本 東 班）
夏　井　正　仁（船川本町班）

編集後記
　謹賀新年　会員並びに男鹿市民の皆様には、お
変わりなく新年をお迎えられたことと、お喜び申
し上げます。新年を寿ぐ熱き思いを前副理事長の
野田弘志氏をはじめ、辰年生まれの６名の会員の
方々から語っていただきました。今後とも、それ
ぞれの従事する職域の作業に励みつつも、健康に
はくれぐれもご留意してください。また、職域班
長さんからの一言には、シルバー会員として「自
分の出来る技術を仕事に生かした仕事を一緒にし
てみませんか」という仲間入りの呼びかけがあ
りました。古来、日本や中国では、「お酒は百薬の
長」として重宝されてきました。中国の著名な漢
詩人たちの集まりや、日本の和歌を詠んだ文学者
たちの間でも日常的に嗜まれてきたようです。で
も、「深酒は百害あって一利なし」とも言われます。
正月の杯も、ほどほどの酔い心地までに。

心よりお祝い申し上げます（令和５年度該当者）

米寿
喜寿

畠山兼三郎（男 鹿 中 班）

近藤　秋信（船川中央班）　　秋山　和子（船 川 北 班）　　原田祐太郎（船 川 北 班）
中田　清冨（若 美 北 班）　　杉本　範秋（五 里 合 班）　　佐藤　慶子（脇 本 東 班）
谷　美根子（若 美 南 班）　　大高　克徳（船川本町班）　　高橋　利子（脇 本 東 班）
佐藤　金哉（船川本町班）　　目黒　俊春（男 鹿 中 班）　　加藤　勘一（若 美 南 班）
高桑　一夫（男 鹿 中 班）

説 明 会 場 男鹿市シルバー人材センター
　＊�当日、ご都合が合わない方は事前に
ご連絡ください

入会説明会 令和６年１月９日（火）
２月13日（火）
３月12日（火）

毎月第２火曜日
午後２時から開催

＊�令和６年４月からの施設管理業務（清掃・受付・日直・
宿直等）に携わる会員を募集しています。ご希望の方は、
１月の入会説明会に参加して下さるようお願いします。

会員募集

会員になるには…
◆男鹿市に居住している方
◆おおむね60歳以上の健康で働く意欲のある方

あなたの入会をお待ちしています。 衷心よりお悔やみ申し上げます
秋山　梅子さん（船川本町班）

 令和５年７月13日 ご逝去

編集委員長／三浦 豊彦
編 集 委 員／杉本千鶴子　石井 健次　野田弘志

お知らせ
▪年金受給者「現況届け」の留意事項
　各年金受給者は現況届けを毎年提出することになって
います。現況届けの記入欄に「職業欄」がありますが、職
業欄には「シルバー人材センター」と記入しないで下さい。
職業欄は「無職」になりますのでご留意願います。

▪配分金の申告が必要です。
　２月から３月15日までの期間、市内の各地区で「市・
県民税の申告相談」が行われます。１月中旬にはセンター
から「配分金支払い証明書」が送付されます。送付され
た支払証明書を持参し申告相談会場へお出かけください。

　12月29日（金）から１月３日（水）までは
事務所が休業します。
　新年は１月４日（木）から通常営業いた
しますのでよろしくお願い申し上げます。

事務所の
お 休 み

（
令
和
５
年
７
月
～
12
月
）

新
入
会
員
紹
介

募 集 職 種▶一般事務　１名（高卒以上）
申 込 期 限▶令和６年１月19日（金）
　　　　　　（郵送の場合は、１月19日必着）
試 験 会 場▶サンワーク男鹿
第１次試験▶令和６年１月30日（火）
受験案内・受験申込書の請求
受験案内、受験申込書は、センターに請求して下さい。

正職員を募集します

公益社団法人 男鹿市シルバー人材センター
担当　佐藤　ＴＥＬ ０１８５－２３－２３００

申込・
問合せ

午前８時30分～正午  TEL 0185（23）2300

除雪等の依頼受付について
　除雪等のご依頼は土、日、祭日もセンター事務所で受付して
おりますのでご利用ください。
受付時間
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